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臓器保存技術の現状と今後の展開
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臓器移植は，免疫抑制剤や予後管理を含めて確立された医療として認識されており，命をつなぐの
みならず，QOLの大幅な改善を図ることも可能であるため，期待は大きい。しかしながら，臓器移植
待機患者数と提供される臓器数との差は大きく，移植のための臓器不足は国内のみならず世界的に
も深刻な課題である。なかでも日本においては，提供される臓器数の少なさは深刻であり，この課題
を解決可能な技術が求められている。1つでも多くの臓器を確実に患者へ届けるための技術として，
臓器機械灌流技術がある。この技術は，臓器内に灌流液や血液を供給することで，臓器の機能を維持
して回復を図り，移植前に機能を評価することが可能であるため，海外では腎臓からはじまり肺，心
臓，肝臓と臨床での利用が広がってきており，国内でも腎臓の臨床利用への期待が高まってきている。
本特集では，世界的に大きな臨床展開が進む臓器機械灌流に関して，胸部臓器から腹部臓器まで各
臓器における臓器機械灌流の現状と今後の展開を，臨床的な立場や技術的な立場からご紹介いただ
いた。いのちの贈り物である臓器を，1つでも多く，確実に患者へ届けることができる技術が広がる
ことを願っている。
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